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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）
（ａ）アニオン界面活性剤
（ｂ）炭素数４～１２のアルキル基又はアルケニル基を有するモノアルキルグリセリルエ
ーテル又はモノアルケニルグリセリルエーテル
（ｃ）下記一般式（１）で表されるシリコーン誘導体
【化１】

〔式中、Ｒ1はそれぞれ独立して、一価の炭化水素基、ヒドロキシ基又はアルコキシ基を
示し、
　Ｒ2はそれぞれ独立して一価の炭化水素基を示し、
　Ｒ3はそれぞれ独立して炭素数１～１０の二価の炭化水素基を示し、
　Ｒ4はそれぞれ独立して式（３）
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【化２】

（Ｙはそれぞれ独立して、水素原子又は基－ＣＨ2－ＣＨ（ＯＨ）－Ｒ3－ＯＨ（Ｒ3は前
記と同じ）を示し、Ｒ5はそれぞれ独立して、水素原子又は基－Ｒ3ＮＹ2（Ｙ及びＲ3は前
記と同じ）を示す。ただし、全てのＹが水素原子となることはない。）で表される基を示
し、
　ａは２５～１０００の数を示し、
　ｂは１～２００の数を示す。〕
を含有する毛髪洗浄剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、洗髪時に良好な泡立ちを有し、毛髪に優れたコンディショニング効果を与える
毛髪洗浄剤組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
毛髪洗浄剤には、毛髪にコンディショニング効果を与えることを目的として、シリコーン
類などのコンディショニング成分が使用されるが、その効果は十分とはいえず、また洗浄
剤の泡立ちを阻害するという問題があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、洗髪時に良好な泡立ちを有すると共に、毛髪に優れたコンディショニング効果
を付与することができる毛髪洗浄剤組成物を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、アニオン界面活性剤、特定のグリセリルエーテル、並びに水酸基と窒素原子
を共に含む側鎖を有するシリコーン誘導体を併用することにより、上記要求を満たす毛髪
洗浄剤組成物が得られることを見出した。
【０００５】
すなわち本発明は、次の成分(a)、(b)及び(c)
(a)アニオン界面活性剤
(b)炭素数４～12のアルキル基又はアルケニル基を有するモノアルキルグリセリルエーテ
ル又はモノアルケニルグリセリルエーテル
(c)ケイ素原子に結合する側鎖として、水酸基と窒素原子を共に含む基を有するシリコー
ン誘導体
を含有する毛髪洗浄剤組成物を提供するものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
成分(a)のアニオン界面活性剤としては、硫酸系、スルホン酸系、カルボン酸系のものが
好ましく、例えばアルキル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリ
オキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸塩、スルホコハク酸アルキレンアルキルフェニ
ルエーテル硫酸塩、高級脂肪酸塩等が挙げられ、なかでもポリオキシアルキレンアルキル
エーテル硫酸塩、アルキル硫酸塩、特に次の一般式(a1)又は(a2)で表されるものが好まし
い。
【０００７】
ＲＯ(ＣＨ2ＣＨ2Ｏ)nＳＯ3Ｍ　　　　 (a1)



(3) JP 4147068 B2 2008.9.10

10

20

30

40

50

Ｒ'ＯＳＯ3Ｍ　　　　　　　　　　　 (a2)
【０００８】
〔式中、Ｒは炭素数10～18のアルキル基又はアルケニル基を示し、Ｒ'は炭素数10～18の
アルキル基を示し、Ｍはアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、アルカノール
アミン又は塩基性アミノ酸を示し、ｎは重量平均で１～５の数を示す。〕
【０００９】
成分(a)は２種以上を併用してもよく、またその含有量は、泡立ち、使用時の液性、洗浄
性の点から、本発明の毛髪洗浄剤組成物中の0.5～60重量％が好ましく、更には１～30重
量％、特に８～20重量％が好ましい。
【００１０】
成分(b)のモノアルキルグリセリルエーテル又はモノアルケニルグリセリルエーテルにお
けるアルキル基又はアルケニル基としては、炭素数４～10、特に炭素数８～10の直鎖又は
分岐鎖のアルキル基が好ましい。具体的には、n-ブチル基、イソブチル基、n-ペンチル基
、2-メチルブチル基、イソペンチル基、n-ヘキシル基、イソヘキシル基、n-ヘプチル基、
n-オクチル基、2-エチルヘキシル基、n-デシル基、イソデシル基等が挙げられ、特に2-エ
チルヘキシル基、イソデシル基が好ましい。
【００１１】
成分(b)は２種以上を併用してもよく、またその含有量は、使用感やコンディショニング
効果を損わず、より十分な起泡力が得られる点から、本発明の毛髪洗浄剤組成物中の0.1
～30重量％が好ましく、更には0.5～15重量％、特に１～10重量％が好ましい。
【００１２】
成分(c)のシリコーン誘導体は、ケイ素原子に結合する側鎖として、水酸基と窒素原子を
共に含む基を有するものであるが、好ましい具体例として、次の平均一般式(1)で表され
るものが挙げられる。
【００１３】
【化１】

【００１４】
〔式中、Ｒ1はそれぞれ独立して、一価の炭化水素基、ヒドロキシ基又はアルコキシ基を
示し、
Ｒ2はそれぞれ独立して一価の炭化水素基を示し、
Ｒ3はそれぞれ独立して、炭素数１～10の二価の炭化水素基を示し、
Ｒ4はそれぞれ独立して、式(2)又は(3)
【００１５】
【化２】

【００１６】
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（Ｙはそれぞれ独立して、水素原子又は基－ＣＨ2-ＣＨ(ＯＨ)-Ｒ3-ＯＨ（Ｒ3は前記と同
じ）を示し、Ｒ5はそれぞれ独立して、水素原子又は基－Ｒ3ＮＹ2（Ｙ及びＲ3は前記と同
じ）を示す。ただし、全てのＹが水素原子となることはない。）で表される基を示し、
ａは25～1000の数を示し、
ｂは１～200の数を示す。〕
【００１７】
Ｒ1のうち、一価の炭化水素基としては、アルキル基及びアリール基が挙げられる。Ｒ1と
しては、炭素数１～３のアルキル基（特にメチル基）及び炭素数１～15、特に10～15のア
ルコキシ基が好ましい。
【００１８】
Ｒ2である一価の炭化水素基としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペ
ンチル基、ヘキシル基等の炭素数１～６のアルキル基；フェニル基、トリル基、キシリル
基等の炭素数６～10のアリール基；ベンジル基、フェネチル基等の炭素数６～10のアラル
キル基が挙げられる。なかでも、アルキル基、特にメチル基が好ましい。
【００１９】
Ｒ3である炭素原子１～10の二価の炭化水素基としては、メチレン基；エチレン基、トリ
メチレン基、プロピレン基、テトラメチレン基、メチルトリメチレン基、エチルエチレン
基、ジメチルエチレン基等のアルキレン基；式－(ＣＨ2)2－Ｃ6Ｈ4－で表されるようなア
ルキレン－アリーレン基が挙げられる。なかでも、炭素数２～４のアルキレン基が好まし
い。
【００２０】
Ｙのうち、基－ＣＨ2-ＣＨ(ＯＨ)-Ｒ3-ＯＨとしては、2,3-ジヒドロキシプロピル基が好
ましい。またＲ4としては、式(3)で表される基が好ましく、Ｒ5としては、N-(2,3-ジヒド
ロキシプロピル)アミノエチル及びN,N-ビス(2,3-ジヒドロキシプロピル)アミノエチルが
好ましい。
【００２１】
ａは75～400が好ましく、ｂは１～20が好ましい。
【００２２】
成分(c)のシリコーン誘導体は、例えば、EP0399706A2に記載のように、アミノ変性シリコ
ーンにグリシドール等のエポキシ官能性化合物を反応させることにより合成することがで
きる。成分(c)のシリコーン誘導体としては、例えば次の式で表されるような化合物が挙
げられ、市販品としては、ダウ・コーニング社の「8500 Conditioning Agent」（CAS No.
237753-63-8）が挙げられる。
【００２３】
【化３】

【００２４】
成分(c)は２種以上を併用してもよく、またその含有量は、洗髪からすすぎにかけての毛
髪の滑り、柔らかさ、及び乾燥後の滑りの点から、本発明の毛髪洗浄剤組成物中の0.05～
４重量％が好ましく、更には0.07～２重量％、特に0.1～1.5重量％が好ましい。
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【００２５】
本発明の毛髪洗浄剤組成物には、更に泡性能を向上させるため、非イオン界面活性剤又は
両性界面活性剤を含有させてもよい。
【００２６】
非イオン界面活性剤としては、ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステル類、ポリ
オキシアルキレンソルビット脂肪酸エステル類、ポリオキシアルキレングリセリン脂肪酸
エステル類、ポリオキシアルキレン脂肪酸エステル類、ポリオキシアルキレンアルキルエ
ーテル類、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル類、ポリオキシアルキレン（
硬化）ヒマシ油類、ショ糖脂肪酸エステル類、ポリグリセリンアルキルエーテル類、ポリ
グリセリン脂肪酸エステル類、脂肪酸アルカノールアミド、アルキルグリコシド類等が挙
げられる。このうち、アルキルグリコシド類、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル類
、ポリオキシアルキレン（Ｃ8～Ｃ20）脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、脂肪酸アルカノールアミドが好まし
い。脂肪酸アルカノールアミドとしては、炭素数８～18、特に炭素数10～16のアシル基を
有するものが好ましい。また、脂肪酸アルカノールアミドとしては、モノアルカノールア
ミド、ジアルカノールアミドのいずれでもよく、炭素数２～３のヒドロキシアルキル基を
有するものが好ましく、例えばオレイン酸ジエタノールアミド、パーム核油脂肪酸ジエタ
ノールアミド、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド、ラウリン酸ジエタノールアミド、ポリ
オキシエチレンヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド
、ラウリン酸イソプロパノールアミド、ラウリン酸モノエタノールアミド等が挙げられる
。
【００２７】
両性界面活性剤としては、ベタイン系界面活性剤等が挙げられる。このうち、アルキルジ
メチルアミノ酢酸ベタイン、脂肪酸アミドプロピルベタイン等のベタイン系界面活性剤が
より好ましく、脂肪酸アミドプロピルベタインが特に好ましい。脂肪酸アミドプロピルベ
タインは、炭素数８～18、特に炭素数10～16のアシル基を有するものが好ましく、特にラ
ウリン酸アミドプロピルベタイン、パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂
肪酸アミドプロピルベタイン等が好ましい。
【００２８】
本発明の毛髪洗浄剤組成物には、乾燥後の仕上がり向上のため、更に、カチオン性ポリマ
ー、カチオン界面活性剤、成分(c)以外のシリコーン類及び油剤から選ばれるコンディシ
ョニング成分を配合することができる。
【００２９】
カチオン性ポリマーとしては、例えばカチオン化セルロース誘導体、カチオン性澱粉、カ
チオン化グアーガム誘導体、ジアリル四級アンモニウム塩のホモポリマー、ジアリル四級
アンモニウム塩／アクリルアミド共重合物、四級化ポリビニルピロリドン誘導体、ポリグ
リコールポリアミン縮合物、ビニルイミダゾリウムトリクロライド／ビニルピロリドン共
重合体、ヒドロキシエチルセルロース／ジメチルジアリルアンモニウムクロライド共重合
体、ビニルピロリドン／四級化ジメチルアミノエチルメタクリレート共重合体、ポリビニ
ルピロリドン／アルキルアミノアクリレート共重合体、ポリビニルピロリドン／アルキル
アミノアクリレート／ビニルカプロラクタム共重合体、ビニルピロリドン／メタクリルア
ミドプロピル塩化トリメチルアンモニウム共重合体、アルキルアクリルアミド／アクリレ
ート／アルキルアミノアルキルアクリルアミド／ポリエチレングリコールメタクリレート
共重合体、アジピン酸／ジメチルアミノヒドロキシプロピルエチレントリアミン共重合体
（米国サンドス社製カルタレチン）、特開昭53-139734号公報、特開昭60-36407号公報に
記載されているカチオン性ポリマー等が挙げられ、特にカチオン化セルロース誘導体、カ
チオン化グアーガム誘導体が好ましい。
【００３０】
カチオン界面活性剤としては、例えば、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化セチ
ルトリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメ
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チルアンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、臭化ラウリルトリメチルア
ンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化ジアルキルジメチルアンモニウ
ム、塩化ジセチルジメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化
ジココイルジメチルアンモニウム、塩化ミリスチルジメチルベンジルアンモニウム、塩化
ステアリルジメチルベンジルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエ
チルジメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノエチルトリエチルアンモニ
ウム、ステアリルアミドプロピルジメチルアミン（及びその塩）、ステアリルアミドエチ
ルジエチルアミン（及びその塩）、ステアロキシプロピルジメチルアミン（及びその塩）
、塩化ステアロキシプロピルトリメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノ
プロピルトリエチルアンモニウム、メチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノエチルトリメチルア
ンモニウム、メチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エ
チル硫酸イソアルカン酸（Ｃ14～Ｃ20）アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エ
チル硫酸イソアルカン酸（Ｃ18～Ｃ22）アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エ
チル硫酸イソステアリン酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エチル硫酸イソ
ノナン酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム及びアルキルトリメチルアンモニウ
ムサッカリンなどが挙げられる。
【００３１】
成分(c)以外のシリコーン類としては、例えば以下に示すものが挙げられる。
【００３２】
（シリコーン類-1）　ジメチルポリシロキサン
例えば下記一般式で表されるものが挙げられる。
【００３３】
(Me)3Si-[(Me)2SiO]d-Si(Me)3
【００３４】
〔式中、Meはメチル基を示し、ｄは３～20000の数を示す。〕
【００３５】
（シリコーン類-2）　アミノ変性シリコーン
各種のアミノ変性シリコーンが使用できるが、特に平均分子量が約3000～100000の、アモ
ジメチコーン（Amodimethicone）の名称でCTFA辞典（米国，Cosmetic Ingredient Dictio
nary）第３版中に記載されているものが好ましい。このアミノ変性シリコーンは水性乳濁
液として用いるのが好ましく、市販品としては、SM 8704C（東レ・シリコーン社製）、DC
 929（ダウ・コーニング社製）等が挙げられる。
【００３６】
（シリコーン類-3）　その他のシリコーン類
上記以外に、ポリエーテル変性シリコーン、メチルフェニルポリシロキサン、脂肪酸変性
シリコーン、アルコール変性シリコーン、アルコキシ変性シリコーン、エポキシ変性シリ
コーン、フッ素変性シリコーン、環状シリコーン、アルキル変性シリコーン等が挙げられ
る。
【００３７】
油剤とは、シリコーン類を除く油性物質をいい、例えば、スクワレン、スクワラン、流動
パラフィン、流動イソパラフィン、シクロパラフィン等の炭化水素類；ヒマシ油、カカオ
油、ミンク油、アボガド油、オリーブ油等のグリセリド類；ミツロウ、鯨ロウ、ラノリン
、カルナウバロウ等のロウ類；セチルアルコール、オレイルアルコール、ステアリルアル
コール、イソステアリルアルコール、2-オクチルドデカノール、グリセリン等のアルコー
ル類；パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルド
デシル、ラウリン酸ヘキシル、乳酸セチル、モノステアリン酸プロピレングリコール、オ
レイン酸オレイル、2-エチルヘキサン酸ヘキサデシル、イソノナン酸イソノニル、イソノ
ナン酸トリデシル等のエステル類；カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン
酸、ステアリン酸、ベヘニン酸、オレイン酸、ヤシ油脂肪酸、イソステアリル酸、イソパ
ルミチン酸等の高級脂肪酸類、その他イソステアリルグリセリルエーテル、ポリオキシプ
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ロピレンブチルエーテルなどが挙げられる。これらのうち、エステル類が好ましく、特に
2-エチルヘキサン酸ヘキサデシル、イソノナン酸イソノニル、パルミチン酸イソプロピル
等が好ましい。
【００３８】
これらコンディショニング成分は２種以上を併用してもよく、またその含有量は、泡のす
べり、洗髪時からすすぎ時までの滑らかさの点から、本発明の毛髪洗浄剤組成物中の0.05
～10重量％が好ましく、更には0.07～５重量％、特に0.1～２重量％が好ましい。
【００３９】
本発明の毛髪洗浄剤組成物には、上記成分のほか、通常の毛髪洗浄剤に用いられる成分を
目的に応じて適宜配合できる。このような成分としては、例えば抗フケ剤；ビタミン剤；
殺菌剤；抗炎症剤防腐剤；キレート剤；ソルビトール、パンテノール等の保湿剤；染料、
顔料等の着色剤；ヒドロキシエチルセルロース、メチルセルロース、ポリエチレングリコ
ール、粘土鉱物等の粘度調整剤；クエン酸、水酸化カリウム等のpH調整剤；植物エキス類
；パール化剤；香料；色素；紫外線吸収剤；酸化防止剤；その他エンサイクロペディア・
オブ・シャンプー・イングリーディエンツ〔ENCYCLOPEDIA OF SHAMPOO INGREDIENTS (MIC
ELLE PRESS）〕に記載されている成分等が挙げられる。
【００４０】
本発明の毛髪洗浄剤の形態は、液状、粉末状、ゲル状、顆粒状等、適宜選択できるが、溶
剤として水又は低級アルコール、特に水を用いた液状のものが好ましい。
【００４１】
また本発明の毛髪洗浄剤は、シャンプー組成物とするのが好ましい。
【００４２】
本発明の毛髪洗浄剤は、水で20重量倍希釈したときの25℃におけるpHが３～10、特に３～
７であるのが好ましい。
【００４３】
【実施例】
実施例１及び比較例１～３
表１に示すシャンプー組成物を調製し、その官能評価を行った。
【００４４】
（洗髪方法）
髪を十分に濡らした後、シャンプー組成物５ｇ又は10ｇ（セミロングは５ｇ、ロングは10
ｇ）をとり、洗髪を行った。良くすすいだ後、ドライヤーの温風で十分に乾燥させた。
【００４５】
（官能評価）
パネラー10名により、下記基準に従って評価を行い、その平均値からランク分けを行った
。
【００４６】
・評価基準
(1)泡立ちの良さ
４：非常に良く泡立つ
３：良く泡立つ
２：普通の泡立ち
１：やや泡立ちが悪い
０：泡立たない
【００４７】
(2)泡立て時の毛髪の柔らかさ
４：非常に柔らか
３：柔らか
２：やや柔らか
１：やや硬い
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０：硬い
【００４８】
(3)すすぎ時、乾燥後の毛髪の滑らかさ
４：非常に滑らか
３：滑らか
２：やや滑らか
１：あまり滑らかでない
０：滑らかでない
【００４９】
・ランク
◎：平均評価点が3.5以上
○：平均評価点が2.5以上3.5未満
△：平均評価点が1.5以上2.5未満
×：平均評価点が1.5未満
【００５０】
【表１】

【００５１】
【化４】
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【００５２】

*1：ダウ・コーニング社より「8500 CONDITIONING AGENT」として販売されているもの。
有効成分として、水酸基と窒素原子を共に含む基を側鎖に有するシリコーン誘導体（CAS 
No.237753-63-8）を60重量％含有する。
【００５３】
このシャンプー（20重量倍希釈液のpH3.7）は、泡性能に優れ、しかも毛髪に対する高い
コンディショニング効果を有するものであった。
【００５４】
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*1：ダウ・コーニング社より「8500 CONDITIONING AGENT」として販売されているもの。
有効成分として、水酸基と窒素原子を共に含む基を側鎖に有するシリコーン誘導体（CAS 
No.237753-63-8）を60重量％含有する。
【００５５】
このシャンプー（20重量倍希釈液のpH3.9）は、泡性能に優れ、しかも毛髪に対する高い
コンディショニング効果を有するものであった。
【００５６】
【発明の効果】
本発明の毛髪洗浄剤組成物は、洗髪時に良好な泡立ちを有すると共に、毛髪に優れたコン
ディショニング効果を付与することができる。
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